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パッケージの特徴 

ADIS16375、ADIS16480、ADIS16485、ADIS16488 のパ

ッケージの特徴として、直径 2.4mm の 4 個の取付け

穴、アルミニウム製ハウジング、2列 24ピン 1mmピッ

チの電気的インターフェース・コネクタがあります。

パッケージのコネクタ側を図 1 に示します。この図で

はコネクタ・ピンが上を向いた状態で、4 個の取付け穴

と 4 箇所のネジ頭が見えています。この 4 箇所に見え

るねじ頭はパッケージ内部の組立てに使用するもの

で、装置への取付けで使用するものではありません。

パッケージのリッド（蓋）側を図 2 に示します。この

図では 8 個の穴が見えていますが、このうちの 4 個は装

置への取付けで使用します。

パッケージの基本 

機械的感度 

ADIS16375、ADIS16480、ADIS16485、ADIS16488 は、

コネクタダウンとコネクタアップの両方の方式に対応

しています。コネクタダウンとはインターフェース・

コネクタが取付け面と同じ面にあることを意味し、コ

ネクタア:ップとはインターフェース・コネクタが取付

け面と異なる面にあることを意味します。デバイスの

最大限の性能を引き出すには、コネクタの向きに関わ

らず以下の 3 つのガイドラインに従ってください。 

1. 取付け力を四隅のみにかける。

2. コネクタに残留応力や外部応力をかけない。

3. 取付けネジを 40 インチ・オンスの強さで締め付け

る。

図 1. コネクタが上向きの図 

図 2. コネクタが下向きの図 
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取付け穴の位置 

取付け穴の位置決めには、パッケージ寸法図に示され

た基本寸法を使用してください。パッケージの簡略図

を図 3 に示します。基本寸法をハイライト表示してあ

ります。取付け穴の直径は取付けネジのサイズと合わ

せる必要があります。このために、以下に示す誤差要

因を考慮してください。

1. 慣性計測装置（IMU）パッケージの取付け穴の直径

（最大 2.4mm）

2. IMU パッケージの取付け穴の中心を基準とした電

気コネクタの位置公差（最大±0.3mm）

3. コネクタ面上の取付け穴の中心を基準とした電気

コネクタの位置公差

3 つめの誤差項の要因はシステムによって異なります

が、この誤差も±0.3mmであると仮定すると、次式でそ

の影響を盛り込むことができます。

主な目的は、接続後のコネクタに外部から力が加わら

ないよう保護することなので、取付け穴とコネクタ位

置間の位置誤差に影響するあらゆる要因を評価するよ

うにしてください。

図 3. 取付け穴ピッチを含む外形寸法 

取付け例

取付け例 1：コネクタダウン、ワッシャ上への取付け 
最初の例を図 4 と図 5 に示します。この例ではコネ

クタ（Mating Connector）が取付け面、すなわちプリ

ント回路基板（PCB）上にあり、IMU は 4 枚のワッ

シャの上に取り付けます。これによって IMU のボデ

ィは PCB の表面から離れた状態になり、すべての取

付け力がパッケージのコーナー部分にかかります。

さらに、この方法では PCBの裏面にワッシャとナッ

トを使用します。IMUと PCB表面の間に入れるワッ

シャは、ワッシャ部分を除くどの取付け面部分で

も、IMUのボディと取付面が接触しない程度の十分

な厚さでなければなりません。0.25mmというワッシ

ャ厚はパッケージの平面度のばらつきを考慮したもの

ですが、PCB表面の平面度のばらつきは含まれていま

せん。したがって、最終的な値は 0.25mmより厚く

なることが予想されます。

パッケージボディと PCB間の接触を避けることに加

えて、コネクタと IMU の電気コネクタの接続時にコ

ネクタが底突きを起こさないようにする必要もあり

ます。底突き状態になると、取付け力が不均衡にか

かる恐れがあるからです。SAMTEC の CLM-11-02 シ

リーズを使用すれば、底突きを避けるだけの十分な

クリアランスが得られます。SAMTECの MLE-112-
02シリーズにより接触の信頼性を広げることができ

ますが、IMU をさらにかさ上げしなければならない

ことがあります。残留応力が生じる可能性があるの

で、コネクタの種類に関わらず、コネクタ・ベース

同士が互いに接触しないように注意してください。

PCB に設けたネジ穴（ねじを切った穴）に IMU を

取り付けると、個々の機械的誤差の累積によって電

気コネクタに応力がかかることがあります。PCB に

IMU を取り付けた後は、その後の組立て作業で IMU
のコネクタに機械的な力が加わらないようにしてく

ださい。

図 4. 取付け例 1、概要 
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図 5. 取付け例 1、主要部品と属性 

 

 
図 6. 切欠きを設けた PCB、デバイスを取り付けた状態と外した状態 

 

 
図 7. PCB の切欠き形状例と IMU のパッケージ外形  
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取付け例 2：コネクタダウン、切欠きのある PCB
への取付け 
2 番目の例を図 6 と図 7 に示します。この例では切

欠きのある PCB を使用しますが、ワッシャを使用し

てパッケージを PCB 表面から浮かせずに、取付け力

をパッケージの 4 隅に集中させています。切欠き形

状は、PCB の厚さや製造設計規則を含む複数の要因

によって決まります。 
PCB切欠き形状例の平面図を図 7に示します。切欠

き形状はさまざまで、それぞれの状況に応じて特別

な注意が必要です。考慮すべき重要な点は、取付け

力が IMUボディの中心部にかからないようにするこ

とです。この目的を達成するために、図 7に示す切

欠きは IMUパッケージの幅よりも広くなっていま

す。 
取付け例 3：コネクタアップ、フレキシブル・ケー

ブル・インターフェース 
3番目の例を図 8に示します。この例ではコネクタが取

付け面と反対方向に向けられており、IMU ボディを取

付け面から浮かすために、IMU は 4 個のワッシャの上

に取り付けられています。 

IMU と PCB 表面の間に入れるワッシャは、ワッシャ部

分を除くどの取付け面部分でも IMUのボディと取付け

面が接触しない程度の十分な厚さでなければなりませ

ん。0.25mm というワッシャ厚はパッケージの平面度の

ばらつきを考慮したものですが、PCB 表面の平面度の

ばらつきは含まれていません。したがって、最終的な

値は 0.25mm より厚くなることが予想されます。 
 

 
図 8. 取付け例 3 の図 

取付け例 4：コネクタアップ、ハードウェア付きの

フレキシブル・ケーブル・インターフェース 
4番目の例を図 9 に示します。この例でもコネクタ

は取付け面（Mounting Surface）と反対の方向に向け

られていますが、取付けハードウェアが接続を適切

な位置に保ちやすいよう、接続コネクタ（Mating 
Connector）用に剛性の高いインターフェースが取り

付けられています。3番目の例と同様、IMU ボディ

を取付面から浮かすために、IMU は 4 個のワッシャ

の上に取り付けられています。コネクタが基板上に

固定されている点を除けば、この例は 3 番目の取付

け例とすべて同じ属性を利用しています。 
 

 
図 9. 取付け例 4 の図 
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